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道
事
業
運
営
を
担
う
地
方
自

治
体
が
将
来
、
水
道
を
維
持

で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
高

ま
つ
て
い
る
。
上
下
水
道
施
設
や
水
道
管

の
老
朽
化
か
ら
水
道
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管

理
と
保
守
点
検
の
費
用
が
膨
れ
上
が
り
、

自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
人
口
減
少
に
よ
り
水
道
料
金
収
入
は

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
特
に
、
給
水

人
口
の
少
な
い
地
域
ほ
ど
水
道
の
存
続
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
最
近
の
調
査
結

果
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
自
治
体
で
水
道

料
金
を
値
上
げ
し
な
い
と
、
水
道
事
業
が

破
綻
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

９８
％
の
自
治
体
が
値
上
げ
必
要

日
本
の
水
道
は
現
在
、
地
方
自
治
体
の

公
営
企
業

（上
水
道
、
簡
易
水
道
を
含
め

２
１
３
３
事
業
体
）が
運
営
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
水
道
事
業
者
数
は
こ
の
５
年
間
で

７
ｏ
ｌ
％
減
少
し
た
。
１
６
４
事
業
所
が

閉
鎖
さ
れ
、
管
轄
地
域
の
水
道
運
営
は
近

隣
の
事
業
体
に
移
管
さ
れ
た
。

水
道
料
金
収
入
は
、
２
０
０
０
年
代
半

ば
か
ら
年
平
均
で
数
百
億
円
単
位
で
減
少

し
て
お
り
、
今
後
も
加
速
度
的
に
減
っ
て

い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
自

治
体
の
収
支
状
況
報
告
書
を
見
る
と
、
■

年
度
は
日
本
全
体
で
２
１
０
０
億
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
庫
補
助

な
ど
他
の
会
計
か
ら
の
繰
入
金
約
２
１
９

０
億
円
を
加
え
た
も
の
で
、
実
質
は
赤
字

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
水
道
事
業
体

は
、
自
前
の
料
金
収
入
で
は
事
業
が
継
続

で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。

今
年
２
月
、
特
定
非
営
利
活
動

（Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
法
人

「日
本
水
フ
オ
ー
ラ
ム
」
内
に

設
け
ら
れ
た
任
意
団
体
で
、
水
問
題
に
関

し
て
首
相
の
顧
問
役
を
務
め
る
有
識
者
グ

ル
ー
プ

「水
の
安
全
保
障
戦
略
機
構
」
の

事
務
局
が
、
監
査
法
人
最
大
手
の

「新
日

本
有
限
責
任
監
査
法
人
」
と
共
同
で
、
将

来
の
水
道
料
金
の
予
測
値
を
発
表
し
た
。

具
体
的
に
は
全
国
１
２
４
２
の
水
道
事
業

体

（
一
部
自
治
体
を
除
く
）
に
つ
い
て
、

各
事
業
体
で
想
定
さ
れ
る
赤
字
経
営
と
な

ら
な
い
た
め
に
必
要
な
料
金
改
定
率
、
す

な
わ
ち

「値
上
げ
率
」
と
、そ
の

「時
期
」

を
予
測
し
た

（表
）。

そ
の
結
果
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
水
道

料
金
の
値
上
げ
が
必
要
と
推
計
さ
れ
る
事

業
体
数
は
、
全
調
査
対
象
の
９８
％
に
当
た

る
１
２
２
１
事
業
体
と
な
り
、
う
ち
約
半

水道の維持には巨大な投資が必要

老朽化する水道
破縫回運には料金2倍も
水道を管理する日本の自治体は、料金収入だけではもは

や事業を維持できない。これからは大幅な値上げが議論

されるだろう。
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数
に
上
る
６
０
４
事
業
体
は
、
水
道
事
業

継
続
の
た
め
に
は
３０
％
以
上
の
料
金
改
定

が
必
要
に
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
３
割
は
過
疎
化
が
顕
著
な

北
海
道
や
東
北
地
方
に
あ
る
。

ま
た
、
５０
％
以
上
の
値
上
げ
が
必
要
な

事
業
体
は
１
９
０
あ
り
、
給
水
人
口
２０
万

人
未
満
の
都
市
に
集
中
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、料
金
改
定
が
必
要
な
時
期
を
見
る
と
、

ほ
と
ん
ど
が
２５
年
度
か
２６
年
度
で
あ
り
、

す
で
に
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
。

特
に
２
倍
以
上
の
高
い
値
上
げ
率
が
想

定
さ
れ
て
い
る
自
治
体
が
３０
近
く
あ
る
。

そ
こ
に
は
大
都
市
圏
の
事
業
体
も
含
ま

れ
、
例
え
ば
、
人
口
減
少
率
が
２．
％
の
千

葉
県
市
原
市
で
は
、
値
上
げ
率
は
１
９
４

％
と
現
行
料
金
の
約
３
倍
、
１
０
０
万
人

近
い
人
口
を
抱
え
る
千
葉
市
の
値
上
げ
率

も
１
０
０
％
と
２
倍
だ
。

日
本
の
平
均
的
な
家
族

（４
人
世
帯
）

の
使
用
水
量
は
月
鸞
立
方
著
で
、
水
道
料

金
は
全
国
平
均
で
約
３
０
０
０
円
で
あ

る
。
試
算
通
り
な
ら
料
金
が
６
０
０
０
円

以
上
に
跳
ね
上
が
る
地
域
が
績
轟
す
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
厚
生
労
働
省
発
表

の
水
道
統
計

（１２
年
度
版
）
と
人
口
減
少

率
推
計
デ
ー
タ

（日
本
創
成
会
議
公
表
）

を
基
に
導
い
た
試
算
値
。
１２
年
時
点
の
「家

庭
用
・
非
家
庭
用
給
水
収
益
」
や

「国
庫

補
助
金
」
な
ど
の
収
益
と
、
水
道
施
設
の

「減
価
償
却
費
」
な
ど
の
費
用
の
推
計
か

ら
、
各
自
治
体
で
必
要
と
さ
れ
る
値
上
げ
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水道

率
を
割
り
出
し
た
。

寿
命
が
過
ぎ
た
イ
ン
フ
ラ

厚
労
省
に
よ
る
と
、
水
道
管
の
交
換
、

浄
水
場
の
一謹
質
史
新
な
ど
に
必
要
な
費
用

は
、
２
０
２
０
～
２５
年
に
年
間
１
兆
円
規

模
に
達
し
、
２５
年
以
降
に
は
老
朽
化
対
策

に
必
要
な
資
金
が
不
足
す
る
と
見
ら
れ
て

い
る
。
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
耐
震
化
費

用
も
か
さ
ん
で
い
る
。

水
道
の
場
合
、
設
備
投
資
費
用
は
基
本

的
に
水
道
料
金
収
入
で
賄
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
人
口
減
少
で
料
金
収
入
は
低

迷
し
、
今
後
の
増
加
は
期
待
で
き
な
い
。

一
方
で
、
１
９
５
０
年
代
半
ば

（昭
和
３０

年
代
）
の
高
度
成
長
期
か
ら
∞
年
が
経
過

し
、
設
備
の
更
新
が
急
務
だ
。
総
務
省
が

調
査
し
た
１９
の
水
道
事
業
体
で
は
、
法
定

耐
用
年
数

（４０
年
）
を
超
え
た
水
道
管
路

網
は
２０
年
に
３７
％
、
３０
年
に
約
６０
％
に
増

加
す
る
と
い
つヽ
。
実
際
、
上
下
水
道
配
管

の
破
断
に
よ
る
道
路
の
陥
没
事
故
が
年
間

約
５
０
０
０
件
も
あ
り
、
そ
の
９
割
は
市

町
村
道
で
起
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
見
る
限
り
、
水
の
安

全
保
障
戦
略
機
構
の
将
来
予
想
は
、
現
実

味
を
帯
び
つ
つ
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
期

以
降
の
水
イ
ン
フ
ラ
ヘ
の
投
資
額
は
、
上

水
道
“
兆
円
、
下
水
道
帥
兆
円
、
総
額
１

２
０
兆
円
に
上
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寿
命
を

４０
年
と
す
る
と
、
安
全

・
安
心
な
水
の
供

給
を
維
持
す
る
に
は
、
毎
年
３
兆
円
以
上

の
投
資
が
必
要
に
な
る
計
算
だ
。
そ
れ
を

原
則
、
各
水
道
事
業
体
の
料
金
収
入
か
ら

捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
投
資
さ
れ
た
１
２

０
兆
円
は
、
実
際
に
は
国
費
の
割
合
が
多

い
。
特
に
下
水
道
は
圧
倒
的
に
国
費
が
多

く
、
す
で
に
独
立
採
算
の
原
則
は
崩
れ
て

い
る
。
そ
う
か
と
い
っ
て
、
今
後
は
国
の

補
助
も
あ
て
に
で
き
な
い
。
安
倍
晋
三
政

権
は
成
長
戦
略
の
柱
の
一
つ
と
し
て

「国

土
強
靭
化
基
本
計
画
」
を
打
ち
出
し
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
、
維
持
管
理

な
ど
に
重
点
的
に
投
資
す
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
約
５
兆
円
と
い
わ
れ
る
地

方
へ
の
配
分
に
は
、
道
路
、
橋
梁
な
ど
多

様
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

・
補
修
費
や
耐
震

補
強
費
も
含
ま
れ
る
。
最
終
的
に
水
道
に

投
入
で
き
る
予
算
は
限
ら
れ
る
。

ひ

つ
ぱ
く

自
治
体
？
登
蛋
華
を
逼
追
さ
せ
て
い

る
も
う

一
つ
の
大
き
な
要
因
に
人
件
費
の

高
騰
も
あ
る
。
日
本
の
水
道
事
業
の
コ
ス

ト
内
訳
を
見
る
と
、
３６
・
２
％
を
占
め
る

減
価
償
却
費
に
次
い
で
大
き
い
の
が
、
１７
・

３
％
の
人
件
費
で
あ
る
。
現
在
、
ど
の
水

道
事
業
体
で
も
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
が

問
題
と
な
つ
て
い
る
。
５０
歳
以
上
の
職
員

が
約
半
数
を
占
め
る
水
道
事
業
体
が
多

く
、
あ
る
程
度
経
験
を
積
ん
だ
３０
～
４０
代

が
少
な
い
た
め
、
経
験

・
技
術

ｏ
ノ
ウ
ハ

ウ
の
継
承
が
滞
っ
て
い
る
。
人
材
育
成
に

か
け
る
労
力
の
増
大
は
直
接
、
人
的
コ
ス

ト
増
加
に
つ
な
が
る
。

特
に
給
水
人
口
が
少
な
い
水
道
事
業
体

ほ
ど
深
刻
で
、
５
万
人
未
満
の
事
業
体
の

技
術
職
員
は
∞
年
時
点
で
平
均
２
・
８
人

と
、
日
常
業
務
に
支
障
を
来
す
水
準
だ
っ

た
。
こ
れ
で
は
、
人
材
育
成
を
含
め
将
来

構
想
な
ど
考
え
る
余
裕
は
な
い
。

公
営
ゆ
え
の
非
効
率
性
も
、
水
道
事
業

体
の
経
営
難
の
一
因
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

近
年
は
水
道
事
業
を
民
間
委
託
し
、
再
生

を
図
る
例
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
水
道

設
備
の
所
有
権
は
市
に
置
き
つ
つ
、
運
営

は
水
処
理
業
大
手
の
仏
ベ
オ
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー
社
と
共
同
で
行
っ
た
と
こ
ろ

「年
間

１
億
２
０
０
０
万

ル
ド

（約
１
５
０
億
円
）

の
運
営
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
た
宍
ロ
ー
ラ

ン
・
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
ベ
オ
リ
ア
ウ

一　
　
　
オ
ー
タ
ー
本
社
上
級
副
社
長
）
と

日
本
で
も
、
水
処
理
大
手
の
水

ｉ
ｎ
ｇ
（東
京
都
港
区
）
が
１２
年
、

広
島
県
と
共
同
出
資
し
て
水
道
事

業
会
社

「水
み
ら
い
広
島
」
を
設

立
し
た
。
浄
水
場
運
営
を
委
託
さ

れ
た
同
社
は
、
初
年
度
の
１３
年
度

こ
そ
１
５
０
０
万
円
の
赤
字
だ
っ

た
が
、
‐４
年
度
は
９
０
０
万
円
の

黒
字
に
転
換
し
た
。

そ
れ
で
も
、
老
朽
化
し
た
設
備

の
更
新
費
用
を
考
え
る
と
抜
本
的

解
決
に
は
程
遠
い
。
耐
震
化
は
じ

め
更
新
工
事
の
先
送
り
と
赤
字
分

を
一
般
会
計
か
ら
補
填
し
て
い
る

現
状
を
見
る
と
、
最
終
的
に
は
水

道
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
も
視
野

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
　

３

(注)料金は1カ月に20立方f「使用した場合。料金予ill値は、要料金改定時期時点の予測

(出所)水の安全保障戦略機構事務局。新日本有限責任監査法人の資料を基に編集部作成
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